
(第 5条関係 )

躙鶴毯
政務活動費収支報告書

平成 29年 4月 20日

瑞穂町議会議長

高 水 永 雄   様

議員名  原   隆  夫
③

平成 28年度政務活動費について、次のとおり収支報告します。

1  収   入  (政務活動費交付額  金     100,000  円)

2  支   出 (政務活動費支出額  金    126,653  円)

3  添 付 書 類  支出に係る領収書等の証拠書類



平成28年度 政務活動費 収支報告書

議員名 :   原  隆夫

差引金額 に>②) l   △ 26,653

※1 使途項 目ごとに集計の上記載 してください。
※2 差引金額に残余が生じた場合は、この金額を返還 してください。

(差引金額が△ (マイナス)の場合は返還の必要はありません。 )

1収  入

項 目 金 額 説 明

政務活動費 (① ) 100,000 円 当初交付金

2 支  出

項 目 金   額 ※1 説 明

調 査 研 究 費 116,789  円

支出内訳参照

研 修 費 円

広 報 ・ 広 聴 費 円

要請陳情等活 動費 円

/_N

=
議 費 円

資 料 作 成 費 円

資 料 購 入 費 9,864 円

事 務 所 費 円

事 務 費 円

人 件 費 円

△
ロ 計 126,653  円



支出内訳

項 目
適用及び内容

(視察の場合は日程及び場所を記入する
こと)

支払金額 備考

調査研究費
H28.7.20-22
福岡県中間市 0大牟 田市

74,786 円
航空券・宿泊費・
レンタカー代等

調査研究費
H29.2.13-15
福岡県久山町・大野城市他

42,003 円
航空券・宿泊費・
レンタカー代等

円

円

円

円

資料購入費 西多摩新聞 9,864 円

円

円

円

円

円

円

円

円

126,653円



視 察 報 告 書

議員名  : 原  隆夫

1 期  間 : 平成 28年  7月  20日 (水)～  7月  22日 (金 )

2 参 力日者 : /Jヽり|1 龍美 / 下野 義子 / 原  隆夫 / 石居尚郎 (羽村市議 )

3 視察先及び視察項 目

都道府県名   市町村名。施設名      視察項目

[1]   福岡県   中間市         図書館の民営化

[2]   福岡県   中間市 0

ウエルパークヒルズ   地域包括ケアシステム

[3]   福岡県   大牟田市 認知症対策の取 り組み

4 視察報告

(1)選定理由

[1]中 間市では、図書館運営に民間企業による指定管理者制度を導入することで、

運営経費を削減できた上に専門スタッフの拡充とサービスの向上を図つていた。

[2]厚 生労働省の 「ふるさと21健康長寿のまちづ くり事業」の一環 として 「ウエ

ルパークヒルズ」を整備 して、複合的な高齢者支援を実現 していた。

[3] 先駆的に地域認知症ケアコミュニティの構築を実現 していた。
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(2)視察内容

[1]中 間市では図書館の老朽化が課題であつたが、財政も厳 しいことから「図書館

のあり方に関する検討会」を立ち上げ、今後 どう進めるか協議を重ねた。その結

果、図書館をリニューアル し、指定管理者制度を導入 して、管理運営や図書館事

業等を専門とする民間企業に委託することとした。

市が管理 していた時と比べ、専門スタッフ (司書等)の配置は拡充、経費は削

減でき、図書館事業の充実が図られ、利用者が大幅に増カロとなつた。更に、講演

会や学校図書事務員研修会の開催の他、市の取 り組みと連携 した事業も拡大 し、

市民にとつて憩いの場、学びの場 として大変親 しまれる施設 となっていた。

[2]昭 和 59年北九州年長者福祉協議会が「年長者総合コミュニティ計画」基本構想

を北九州市と中間市に提唱。その後、「ウエルパークヒルズ」基本構想を立案。「か

たらいのまちづ くり」と併せ、官民協働事業 「ふるさと 21」 健康長寿のまちづく

り事業ウエルパークヒルズ計画として着手。中間市と中間市が出資 した第 3セ ク

ター、社会福祉法人、医療法人が協働で医療、健康、福祉、生きがいを総合的に

提供する機能などを整備 し、人と人のふれあいを育み、年長者のあらゆるニーズ

に応えるサービスを提供 していた。

具体的には、在宅介護サービスセンター、病院、リハ ビリテーションセンター、

各種クリニック、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、温泉施設、スーパーマ

ーケット、中間市生涯学習センター、カルチャーセンター、託児所などがひとつ

の地域にまとまつて設置 されてお り、移動 しやす く、市民にとって大変利用 しや

すいまちづくりがなされていた。

[3]大 牟田市では、介護保険制度をより良いものとしていくためには事業者 と一体

となつて全体のサービスの質を高めなければならない、多職種協働による制度の

運用とサービスの質の向上が必要であるとして、平成 12年 に大牟田市介護サービ

ス事業者協議会と大牟田市介護支援専門員連絡協議会を設置。認知症ライフサポ

ー ト研究会やホームヘルパー研究会などの部会によリサービスの質の向上に取 り

組むと共に専門知識および技術の向上を図るための研修事業に取 り組んでいた。

また、小規模多機能サービス拠点の整備にあたつては、 日常生活圏である小学

校区に 1事業所を目標に、地域住民が自らサービスの担い手 として参加 し、コミ

ュニティの再生や新たなサービス基盤の形成を図ることができるよう、地域交流

施設の併設を義務化 している。現在、市内に介護予防拠点・地域交流施設が 25箇

所も設置 されている。

更に、人材育成が欠かせないとして、認知症コーディネーターの養成、小学校

における認知症理解のための絵本教室や認知症サポーター養成講座の開設に力を

入れると共に、早期発見・早期支援に繋げるため、サポー トチームによる物忘れ

予防・相談検診にも取 り組んでいた。

また、地域で支援するための取 り組みとして、「高齢者等 SOSネ ットワーク」を

含む 「ほつと 。安心ネ ッ トワーク」を構築。実行力の高いネ ッ トワークカを目指

し、地域住民 (子 どもを含む)力 日`常的に実働できるよう模擬訓練を実施 してい

た。
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(3)町にどのような提言ができるか

[1]利用拡充や機能充実、多角的な住民に親しまれる図書館事業を運営するために

は、多くの実績があり全国展開をしている民間企業を指定管理者として採用する

ことを検討すべき。

[2]高齢化に対応し、福祉、医療、介護などの取り組みを充実するとともに、相互

の連携を密にした広域連携も含めた瑞穂町ならではの取り組みを進めるべき。

[3]認知症でも安心してくらせる町づくりのための施策を充実させていくことが今

後我が町でも喫緊の課題となる。認知症を理解するための啓発活動の拡充、支援

員の育成、早期発見・早期治療のための物忘れ予防・相談事業の実施。更に、地

域コミュニティの活性化も含まれる小規模多機能サービス拠′点の整備など検討す
べき。
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費旅

月 日
鉄道名 (乗車経路)

宿泊場所 鉄路 特急 飛行機 車両
(バ ス等 )

レンタカー

(借上料 )

その他

|」

宿泊料

7/15
飛行機代・ホテル

サンルート博多
63,500

7/20
箱根ケ崎一

羽田空港第2ビル
1,455

7/22 レンタカー 5,843

羽田空港第2ビル
ー箱根ケ崎

1,455

小  計 2,910 5,843 63,500

△
ロ 計 72,253 円

6 交通費 : ガソリン代

有料道路通行料

駐車場代

7 手数料

8 保険料

9 資料代

10 その他 (

計

円

2,168   円

365   円

2,533   円

計

ヽ
ノ
　
　
　
△
ロ

総

円

円

円

円

円  視察―74,786
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